
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
報

第7号

　ま
だ
寒
さ
が
残
る
中
に
も
雪
解
け
水
の
せ
せ
ら
ぎ
が
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
開
館
か
ら
六
周
年
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
騒
然
と
す
る
な
か
で
、
文
学
館
と
し
て

ど
う
活
動
す
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
貴
重
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
没
後
三
〇
年

　則
武
三
雄
展
」
は
臨
時
休
館
明
け
の

五
月
一
一
日
に
開
幕
し
、
来
館
者
の
人
数
や
観
覧
時
間
に
制
限
を
設
け
、
館

内
で
の
距
離
に
も
留
意
し
つ
つ
九
月
一
三
日
ま
で
の
長
期
開
催
と
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
夏
に
予
定
し
て
い
た
「
山
と
文
学
展
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
閲
覧
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
展
示
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
感
染
が
落
ち
着
い

た
秋
に
は
企
画
展
「
石
川
九
楊
の
世
界
〜
書
と
い
う
文
学
へ
の
旅
〜
」
を
開

催
し
、
石
川
氏
の
多
彩
な
評
論
活
動
や
未
公
開
の
書
作
品
、
愛
用
の
書
字
文

房
具
な
ど
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
石
川
氏
に
よ
る
講
演
会
、
文
学
講

座
も
参
加
数
を
限
る
形
で
行
わ
れ
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　こ
の
他
、
作
家
・
壁
井
ユ
カ
コ
氏
に
よ
る
高
校
生
へ
の
出
前
授
業
や
一
部

の
文
章
講
座
、
文
学
ゼ
ミ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施
す
る
こ
と
や
、
文
学

講
座
の
講
師
と
し
て
県
内
在
住
の
作
家
や
文
学
関
係
者
に
改
め
て
焦
点
を
当

て
る
こ
と
に
よ
り
、
今
年
も
多
く
の
方
々
に
文
学
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
年
度
学
ん
だ
様
々
な
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も
文
学
に
触
れ
る
喜
び
と

感
動
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

没
後
三
〇
年

　則
武
三
雄
展

会
期

　五
月
一
一
日
（
月
）
〜
九
月
一
三
日
（
日
）

　則
武
三
雄
は
福
井
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
詩
人
で
、
終
戦
後
、

三
好
達
治
の
誘
い
を
受
け
福
井
県
へ
移
住
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、『
紙
の
本
』

『
葱
』
な
ど
の
詩
集
を
発
表
し
、
独
自
の
出
版
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
多
く

の
後
進
を
育
て
ま
し
た
。
今
も
、
そ
の
魅
力
あ
る
人
柄
と
作
品
は
愛
さ
れ

続
け
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
の
約
一
八
〇
〇
点
の
資
料
の
中

か
ら
、
原
稿
や
愛
用
品
な
ど
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ご
自
宅
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
デ
ジ

タ
ル
展
示
や
子
ど
も
向
け
の
動
画
を
公
開
し
ま
し
た
。

館
長

　堂
阪

　弘
美

ご
あ
い
さ
つ

企
画
展

（
翌
日
が
土
日
の
場
合
は
除
く
）

（
月
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
）
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石
川
九
楊
の
世
界
〜
書
と
い
う
文
学
へ
の
旅
〜

会
期

　一
〇
月
二
三
日
（
金
）
〜
一
月
二
四
日
（
日
） 

　秋
季
企
画
展
と
し
て
、
書
家
で
評
論
家
の
石

川
九
楊
氏
の
作
品
と
業
績
を
紹
介
す
る
展
覧
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　一
九
四
五
年
に
現
在
の
越
前
市
に
生
ま
れ
た

石
川
氏
は
、
五
歳
で
書
塾
に
通
い
始
め
、
中
学

生
の
時
に
生
涯
の
師
と
な
る
垣
内
楊
石
氏
に
出

会
い
書
の
芸
術
性
に
開
眼
し
て
以
来
、
書
家
と

し
て
新
し
い
書
の
表
現
を
追
究
し
多
彩
な
書
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
書
く
行
為
を
分
析
し
、
書
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
評
論
作
品
を
発
表

し
続
け
て
い
ま
す
。

　展
覧
会
で
は
、
灰
色
の
染
紙
を
使
っ
た
初
期
作
品
や
初
公
開
と
な
る
「
は

ぐ
れ
鳥
と
べ
」
の
習
作
、
新
元
号
に
つ
い
て
書
い
た
最
新
作
「

　和
論

　

レ
エ
ワ
、
レ
イ
ナ
、
レ
イ
カ
、
リ
ョ
ウ
ワ
騒
動
記
」
な
ど
の
書
作
品
や
、

評
論
全
著
書
、
評
伝
『
河
東
碧
梧
桐

　表
現
の
永
続
革
命
』
の
自
筆
原
稿

全
点
と
執
筆
資
料
な
ど
を
展
示
し
、
評
論
家
と
し
て
の
業
績
を
広
く
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
、
重
さ
約
三
〇
〇
㎏
の
巨
大
硯
な
ど
愛
用
の
文
房
具
も

展
示
し
ま
し
た
。

全
国
文
学
館
協
議
会
共
同
展
示
「
三
・
一
一
文
学
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
、
福
井
地
震
か
ら
七
三
年
、
災
害
を
み
つ
め
る
〜

会
期

　二
月
一
三
日
（
土
）
〜
三
月
二
一
日
（
日
）

　二
〇
二
一
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
に
あ
た
る
た
め
、
日
本

近
代
文
学
館
の
特
別
協
力
を
得
て
、
岡
野
弘
彦
氏
や
馬
場
あ
き
子
氏
、
照

井
翠
氏
ら
が
揮
毫
し
た
作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
福
井
地
震
を
描
い

た
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
俵
万
智
氏
が
コ
ロ
ナ
禍
を
題
材
に
し
た
作
品
を
揮
毫
し
た
色
紙

や
山
崎
光
夫
氏
が
ペ
ス
ト
菌
を
発
見
し
た
北
里
柴
三
郎
を
描
い
た
「
ド
ン

ネ
ル
の
男
」
の
校
正
原
稿
な
ど
、感
染
症
に
関
す
る
作
品
も
紹
介
し
ま
し
た
。

◆
代
表
作
家
ゾ
ー
ン

三
好
達
治
生
誕
一
二
〇
年
特
集
コ
ー
ナ
ー

会
期

　八
月
八
日
（
土
）
〜
九
月
二
二
日
（
火
・
祝
）

　三
好
達
治
は
一
九
四
四
年
よ
り
五
年
間
、
三
国
で
過
ご
し
、
越
前
・
三

国
を
「
わ
が
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
語
る
ほ
ど
愛
し
ま
し
た
。

　三
好
達
治
の
生
誕
一
二
〇
年
を
記
念
し
、
亡
く
な
る
五
日
前
に
書
い
た

絶
筆
の
詩
稿
「
春
の
落
葉
」
を
初
公
開
し
ま
し
た
。

高
見
順
関
連
展
示

会
期

　八
月
八
日
（
土
）
〜
九
月
二
二
日
（
火
・
祝
）

　高
見
順
の
命
日
（
八
月
一
七
日
）
に
あ
わ
せ
、
高
見
順
、
川
端
康
成
、

久
保
田
万
太
郎
、久
米
正
雄
ら
鎌
倉
文
士
の
寄
書
を
公
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

八
月
二
八
日
か
ら
は
、
幕
を
閉
じ
た
高
見
順
賞
（
五
〇
回
）
や
三
好
達
治

賞
（
一
五
回
）
を
紹
介
す
る
展
示
を
追
加
し
ま
し
た
。

特
集
展
示
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◆
プ
ロ
ロ
ー
グ
ゾ
ー
ン

ス
ポ
ー
ツ

×

文
学

×

福
井期間

　三
月
二
七
日
（
金
）
〜
七
月
八
日
（
水
）

　開
催
予
定
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
あ
わ
せ
て
、 

福
井
商

業
高
校
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部「
J
E
T
S
」の
実
話
を
も
と
に
し
た
小
説『
チ

ア
☆
ダ
ン
』や
、壁
井
ユ
カ
コ
氏
に
よ
る
福
井
が
舞
台
の
小
説『
2.
4
3
清

陰
高
校
男
子
バ
レ
ー
部
』な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

加
古
里
子
と
紙
芝
居

期
間

　七
月
一
〇
日
（
金
）
〜
一
〇
月
二
一
日
（
水
）

　二
〇
二
一
年
に
越
前
市
で
開
催
予
定
の
全
国
紙
芝
居

ま
つ
り
に
ち
な
み
、
越
前
市
出
身
の
絵
本
作
家 

加
古

里
子
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
加
古
里
子
の
創
作
の
原

点
で
あ
る
紙
芝
居
や
、
紙
芝
居
が
原
作
と
な
っ
た
絵
本
、

関
連
す
る
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

冬
の
味
わ
い

期
間

　一
月
二
六
日
（
火
）
〜
三
月
二
四
日
（
水
）

　越
前
が
に
や
水
よ
う
か
ん
な
ど
、
福
井
の
冬
の
味
覚
が
登
場
す
る
文

学
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。
越
前
が
に
の
思
い
出
を
綴
っ
た
津
村
節
子

氏
の
『
み
だ
れ
籠
』
や
、
若
狭
か
れ
い
の
美
味
し
さ
を
詠
ん
だ
則
武
三

雄
の
色
紙
（
複
製
）
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

『
2
.
4
3
清
陰
高
校
男
子
バ
レ
ー
部
』
紹
介
展
示

期
間

　一
月
二
六
日
（
火
）
〜
二
月
二
三
日
（
火
・
祝
）

　壁
井
ユ
カ
コ
氏
の
著
作
で
福
井
県
が
舞
台
の
青
春
バ
レ
ー
小
説

『
2.
4
3
』
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
そ
れ
を
原
作
と
し
た
ア
ニ
メ
や
漫

画
、
福
井
県
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
「
福
井
県

×

2.
4
3
」
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

福
井
県
民
衛
星
打
ち
上
げ
記
念

加
古
里
子
特
集
展
示
「
宇
宙
と
ど
う
ぐ
」

期
間

　二
月
二
六
日
（
金
）
〜
四
月
一
一
日
（
日
）

　福
井
県
と
県
内
企
業
が
協
力
し
て
作
っ
た
県
民
衛
星
「
す
い
せ
ん
」

の
打
ち
上
げ
を
記
念
し
て
、
多
く
の
科
学
絵
本
を
発
表
し
た
加
古
里
子

の
特
集
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
宇
宙
や
科
学
技
術
を
描
い
た
複
製
原
画
・

絵
本
を
展
示
し
ま
し
た
。

《
タ
イ
ム
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
》

福
井
ゆ
か
り
の
作
家 

文
学
忌
紹
介

期
間

　前
期
：
五
月
一
一
日
（
月
）
〜

　七
月

　八
日
（
水
）

後
期
：
七
月
一
〇
日
（
金
）
〜
一
〇
月
二
一
日
（
水
）

　文
学
忌
と
は
、
作
家
の
名
前
や
代
表
作
に
ち
な
ん
で
そ
の
命
日
を
名

付
け
偲
ぶ
日
と
し
た
も
の
で
、
中
に
は
俳
句
の
季
語
と
な
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
前
期
で
は
森
田
愛
子
、
山
川
登
美
子
、
三
好
達
治
、

則
武
三
雄
、
岡
﨑
純
の
五
人
、
後
期

で
は
高
見
順
、
中
野
重
治
、
伊
藤
柏
翠
、

岡
倉
天
心
、
水
上
勉
、
広
部
英
一
の

六
人
を
と
り
上
げ
て
代
表
作
と
文
学

忌
、
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
文
学
賞

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
文
学
館
へ
！期

間

　一
月
二
六
日
（
火
）
〜
三
月
二
四
日
（
水
）

　令
和
二
年
に
当
館
を
訪
れ
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
演
い
た
だ
い
た

作
家
の
方
か
ら
三
人
を
と
り
上
げ
て
、
当
館
で
の
活
動
や
書
籍
を
紹
介

し
ま
し
た
。

男
子
バ
レ
ー
部
』
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

な
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

た
小
説
の
創
作
に
関
す
る
秘
訣
や
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
た
。
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◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
文
学
の
小
路

三
国
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

期
間

　八
月
三
〇
日
（
日
）
〜
一
〇
月
二
一
日
（
水
）

　高
見
順
の
命
日
に
関
連
し
、
み
く
に
龍
翔
館
と
協
力

し
て
三
国
ゆ
か
り
作
家
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
初
日

に
は
、
元
み
く
に
龍
翔
館
館
長
の
上
出
純
宏
氏
の
文
学

講
座
「
高
見
順
と
三
国
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
三

国
高
等
学
校
の
生
徒
が
詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。

福
井
県
・
荒
川
区
合
同
特
集
展
示

「
吉
村
昭
と
医
」

期
間

　一
〇
月
三
日
（
土
）
〜
一
二
月
二
三
日
（
水
）

　ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
吉
村
昭
記
念
文
学
館
と
の
お
し

ど
り
文
学
館
協
定
締
結
三
周
年
を
記
念
し
、
福
井
県
、

荒
川
区
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
吉
村
昭
が
書
い
た
福
井

ゆ
か
り
の
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。
当
館
で
は
笠
原
良

策
を
描
い
た
『
雪
の
花
』
や
前
野
良
沢
を
描
い
た
『
冬

の
鷹
』
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
移
動
展

「
文
学
者
の
書

－

筆
に
込
め
ら
れ
た
思
い

－

」

期
間

　一
月
二
九
日
（
金
）
〜
三
月
二
四
日
（
水
）

　土
屋
文
明
や
泉
鏡
花
、
与
謝
野
晶
子
な
ど
文
学
者
三

八
人
の
書
の
特
徴
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
紹
介

し
た
パ
ネ
ル
二
五
枚
を
展
示
し
ま
し
た
。

第
二
二
回
万
葉
の
里
短
歌

「
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
」
入
賞
作
品
展

期
間

　五
月
一
一
日
（
月
）
〜
七
月
八
日
（
水
）

　万
葉
の
歌
人
中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
弟
上
娘
子
ゆ
か
り
の
地
、味
真
野

に
ち
な
ん
だ
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル「
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
」で
入
賞
し

た
五
九
首
を
紹
介
し
ま
し
た
。

福
井
県
現
代
俳
句
協
会 

令
和
元
年 

自
選
代
表
句
展

期
間

　五
月
一
一
日
（
月
）
〜
七
月
八
日
（
水
）

　数
々
の
句
会
や
講
演
会
を
開
き
、
福
井
の
文
学
の
活
性
化
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
福
井
県
現
代
俳
句
協
会
会
員
の
皆
さ
ん
の
、
自
選
俳
句
作
品

を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
越
前
市
紙
芝
居
コ
ン
テ
ス
ト
」
歴
代
入
賞
作
品
展

期
間

　七
月
一
〇
日
（
金
）
〜
八
月
一
六
日
（
日
）

　全
国
に
越
前
市
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
、
平
成
二
四
年
か

ら
始
ま
っ
た
「
越
前
市
紙
芝
居
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
歴
代
入
賞
作
品
を
紹

介
し
ま
し
た
。

ふ
く
い
五
行
歌
の
会
二
〇
〇
回
記
念
作
品
展

期
間

　八
月
一
七
日
（
月
）
〜
一
〇
月
二
一
日
（
水
）

　詩
人
の
草
壁
焔
太
氏
が
一
九
九
四
年
に
創
始
し
た「
五
行
歌
の
会
」を
、

福
井
支
部
の
皆
さ
ん
の
作
品
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。

文
学
の
小
路
を
作
品
発
表
の
場
に
ど
う
ぞ
！

　展
示
室
周
囲
の
ス
ペ
ー
ス
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
文
学
の
小
路
」
で
は
、

文
学
に
関
す
る
作
品
（
詩
、
短
歌
、
俳
句
な
ど
）
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
学
校
の
授
業
や
部
活
動
・
県
内
文
学
関
係
グ
ル
ー
プ
の
文
学
に

関
す
る
作
品
発
表
の
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
移
動
展

筆
に
込
め
ら
れ
た
思
い

文
学
フ
ェ
ス
タ

　一
一
月
、
県
内
で
文
芸
創
作
を
行
う
方
々
が
作
品

を
発
表
し
た
り
、
作
り
手
や
読
者
が
交
流
す
る
場
と

し
て
、
文
学
の
お
祭
り
「
文
学
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
文
学
同
人
や
高
校
の
文
芸
部
、

編
集
に
も
携
わ
る
書
店
な
ど
一
〇
団
体
が
ブ
ー
ス
を

開
設
し
、
同
人
誌
の
配
布
や
活
動
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
各
団
体
の
み

な
さ
ん
は
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
作
品

を
一
般
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
捉
え
る
と
と
も
に
、
他

の
団
体
の
方
と
の
温
か
な
交
流
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
文
学
キ
ネ
マ
「
小
さ
い
お
う
ち
」（
山
田
洋
次
監
督
）
上
映

会
開
催
に
あ
た
り
、
原
作
者
の
中
島
京
子
氏
が
直
木
賞
受
賞
の
原
作
の

背
景
な
ど
を
語
る
特
別
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
上
映
し
ま
し
た
。
戦
時
中
の

人
々
の
生
活
を
綿
密
に
取
材
さ
れ
た
こ
と
を
伺
い
、
参
加
者
も
新
た
な

目
で
作
品
を
ご
覧
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
文
学
講
座
「
教
室
を
飛
び
出

し
て
国
語
の
教
科
書
を
読
ん
で
み
る
」
で
は
、
三
好
修
一
郎
氏
か
ら
教

科
書
掲
載
の
作
品
を
読
み
味
わ
う
楽
し
み
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
福
井
の
文
学
出
版
物
の
展
示
や
、
ふ
る
さ
と
文
学
難

問
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
あ
す
わ
の
木
で
は
、
文
学
キ
ネ
マ

に
ま
つ
わ
る
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
制
限
が

あ
る
な
か
で
も
、
文
学
に
親
し
む
充
実
し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
普
及
活
動

ふ
く
い
五
行
歌
の
会
二
〇
〇
回
記
念
作
品
展〜

一
〇
月
二
一
日

詩
人
の
草
壁
焔
太
氏
が
一
九
九
四
年
に
創
始
し
た「
五
行
歌
の
会
」

福
井
支
部
の
皆
さ
ん
の
作
品
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。

第
六
七
回
福
井
県
小
中
学
生
写
生
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展

期
間

　一
〇
月
二
七
日
（
火
）
〜
一
一
月
三
日
（
火
・
祝
）

　福
井
県
内
小
中
学
校
の
図
画
工
作
・
美
術
教
育
の
充
実
・
向
上
を
目

的
と
し
た
「
県
小
中
学
生
写
生
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
入
賞
を
果
た
し
た

作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

白
川
文
字
学
こ
ど
も
漢
字
教
室
「
古
代
文
字
・
森
羅
万
象
」

期
間

　一
一
月
五
日
（
木
）
〜
一
二
月
六
日
（
日
）

　福
井
県
立
図
書
館
に
て
開
催
し
た
「
白
川
文
字
学
こ
ど
も
漢
字
教
室
」

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
完
成
さ
せ
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

「
家
族
ふ
れ
あ
い
」
絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

期
間

　一
一
月
五
日
（
木
）
〜
一
二
月
六
日
（
日
）

　福
井
市
が
主
催
す
る
「
家
族
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
手

紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
度 
県
高
等
学
校
書
道
展
「
特
選
」
作
品
展
示

期
間

　一
二
月
九
日
（
水
）
〜
一
月
二
二
日
（
金
）

　福
井
県
内
高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
の
書
道
部
生
徒
の
特
選

作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

集
ま
れ
！
「
わ
た
し
の
漢
字
」
展

期
間

　一
二
月
二
二
日
（
火
）
〜
一
月
二
四
日
（
日
）

　福
井
県
の
小
・
中
・
高
校
生
が
、
越
前
和
紙
に

思
い
を
込
め
て
書
い
た
自
分
の
好
き
な
漢
字
を
展

示
し
ま
し
た
。
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作
家
講
演
会

　一
〇
月
に
、
書
家
で
評
論
家
で
も
あ
る
石
川
九
楊
氏
の
講
演
会
「
書
と

い
う
文
学
へ
の
旅
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
ま
ず
書
の
見
方
に
つ

い
て
、
何
と
書
い
て
あ
る
か
悩
ま
な
い
、
図
形
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
な
い
、

上
手
い
か
下
手
か
を
考
え
な
い
、と
い
う
注
意
点
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

書
を
一
点
一
画
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
深
さ
と
早
さ
と
角
度
を
見
る
こ
と

で
、
書
き
手
の
思
想
や
生
き
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
高
村
光

太
郎
や
久
保
田
万
太
郎
の
書
を
例
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
書
く
こ
と
と
話
す
こ
と
を
巡
る
東
洋
と
西
洋
の
違
い
や
、
漢
字
排
斥

運
動
が
な
ぜ
実
現
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
更
に
は
書
の
先
進
県
で
あ
る
福

井
を
形
作
っ
た
先
人
の
方
々
の
業
績
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
く
解
説
し
ま

し
た
。

オ
ー
サ
ー
ト
ー
ク
〜
作
家
に
よ
る
出
前
授
業
〜

　一
二
月
一
七
日
に
若
狭
高
校
、
一
八
日
に
仁
愛
女
子
高

校
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、作
家
・

壁
井
ユ
カ
コ
氏
が
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
開
発
部
・
榎
本

有
希
氏
と
福
井
を
舞
台
に
し
た
小
説
『
2.
4
3
清
陰
高
校

男
子
バ
レ
ー
部
』
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　壁
井
氏
は
ま
ず
小
説
の
舞
台
を
福
井
に
設
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
夫

が
福
井
出
身
で
馴
染
み
が
あ
る
こ
と
や
、
小
説
を
書
き
進
め
る
う
ち
に
雪

深
い
情
景
と
福
井
弁
を
話
す
登
場
人
物
が
作
品
世
界
に
彩
り
を
与
え
る
こ

と
に
気
付
い
た
か
ら
だ
と
話
し
ま
し
た
。
続
い
て
榎
本
氏
が
ア
ニ
メ
制
作

の
舞
台
裏
に
つ
い
て
、「
企
画
」「
シ
リ
ー
ズ
構
成
」「
絵
コ
ン
テ
」「
ア
フ
レ
コ
」

と
い
う
四
つ
の
段
階
に
沿
っ
て
紹
介
し
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

や
方
言
指
導
等
に
つ
い
て
触
れ
る
中
で
、
福
井
の
方
が
見
て
も
違
和
感
が

な
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

　そ
の
後
壁
井
氏
が
生
徒
か
ら
の
質
問
に
答
え
、
バ
レ
ー
の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
に
試
合
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
か
つ
正
確
な
描
写
に
努
め
た
こ
と
、
登

場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や
視
点
の
違
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
書
い
て
い
る

こ
と
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

文
学
講
座

　七
月
に
、
か
こ
さ
と
し
ふ
る
さ
と
絵
本
館
「

　（
ら

く
）」
館
長
・
谷
出
千
代
子
氏
に
よ
る
講
座
「
か
こ
さ

と
し
〜
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
描
く
ふ
る
さ
と
の
風
景
〜
」

を
開
催
し
、
加
古
里
子
の
心
に
常
に
故
郷
の
景
色
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、

様
々
な
作
品
に
触
れ
な
が
ら
語
り
ま
し
た
。

　一
二
月
に
は
講
座
「
郷
土
作
家
の
書
を
読
む
、
文
学
を
読
む
」
を
開
催
し
、

石
川
九
楊
氏
が
、
筆
蝕
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
や
、
作
家
の
筆
蝕
と
文
学
の

ス
タ
イ
ル
と
の
深
い
関
わ
り
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　二
月
に
は
、
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
教
授
の
大
本
泉
氏
が
「
福
井
を
め
ぐ

る
作
家
と
文
学
」
と
題
し
て
講
義
し
、
福
井
ゆ
か
り
の
作
家
や
文
学
作
品
と

食
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
同
月
、
作
家
の
松
尾
佑
一

氏
に
よ
る
講
座
「
理
系
小
説
の
面
白
さ
」
を
開
催
し
、
理
系
を
テ
ー
マ
に
し

た
小
説
の
創
作
に
関
す
る
秘
訣
や
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ふ
く
い
文
学
ゼ
ミ

　作
家
養
成
講
座
「
ふ
く
い
文
学
ゼ
ミ
」
は
六
期
目

を
開
講
し
、
一
三
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
新
潮
社
の

編
集
者
・
上
田
恭
弘
氏
か
ら
、
小
説
執
筆
の
心
構
え

や
登
場
人
物
の
設
定
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
作
り
方
な
ど
、
一
年
を
通
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
小
説
執
筆
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
回
の
提
出
作

品
の
合
評
で
は
仲
間
と
の
切
磋
琢
磨
に
よ
り
実
践
力
を
磨
き
ま
し
た
。
特
別

講
座
で
は
、
現
役
作
家
か
ら
創
作
に
関
す
る
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

石石

谷出千代子氏上田恭弘氏
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期　間 イベント名 場　所

国
を
「
わ
が
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
語
る
ほ
ど
愛
し
ま
し
た
。

絶
筆
の
詩
稿
「
春
の
落
葉
」
を
初
公
開
し
ま
し
た
。

久
保
田
万
太
郎
、久
米
正
雄
ら
鎌
倉
文
士
の
寄
書
を
公
開
し
ま
し
た
。

賞
（
五
〇
回
）
や

賞
（
一
五
回
）
を
紹
介
す
る
展
示
を
追
加
し
ま
し
た
。

出
前
文
芸
創
作
教
室

　九
月
に
和
泉
中
学
校
と
上
志
比
中
学
校
で
俳
句
の
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
講
師
の
俳
人
・
中
内
亮
玄
氏
は
、
ま
ず

俳
句
の
歴
史
と
表
現
上
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
、
生
徒

が
事
前
に
創
作
し
た
俳
句
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

良
い
点
、
改
善
点
を
話
し
ま
し
た
。

　後
半
は
著
名
俳
人
が
青
春
を
詠
ん
だ
俳
句
を
紹
介
し
、
生
徒
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
句
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
想
像
し
な
が
ら
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

空
欄
に
当
て
は
め
る
、
と
い
う
問
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
正
解
が
紹
介
さ

れ
る
と
生
徒
た
ち
は
、
驚
き
と
と
も
に
俳
句
に
お
け
る
一
つ
一
つ
の
言
葉

の
大
切
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

文
章
講
座

　風
花
随
筆
文
学
賞
実
行
委
員
会
と
共
催
し
、
新
潮
講
座

の
講
師
と
県
内
在
住
の
作
家
を
講
師
に
迎
え
、
随
筆
を
書

く
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
潮
社
の
森
重

良
太
氏
は
、
人
を
惹
き
つ
け
る
エ
ッ
セ
イ
の
構
成
と
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
、
書
く
べ
き
内
容
の
違
い
や
感
情
の
込
め
方

を
説
明
し
ま
し
た
。
作
家
の
張
籠
二
三
枝
氏
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
や
文
章
全
体

の
構
成
を
意
識
す
る
こ
と
、
書
き
出
し
と
結
び
は
慎
重
に
す
る
こ
と
を
重
点

的
に
説
明
し
ま
し
た
。

創
作
講
座

　五
行
歌
の
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
半
は
ふ
く

い
五
行
歌
の
会
会
長
の
安
川
美
絵
子
氏
が
「
誰
の
心
に
も

名
作
は
あ
る
」
と
題
し
て
講
義
さ
れ
、
五
行
歌
の
生
ま
れ

た
経
緯
や
、
誰
も
が
独
自
の
表
現
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
特
徴
を
紹
介
し
ま
し
た
。
後
半
は
歌
会
が
開
か
れ
、

歌
の
朗
読
と
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
つ
い
て
の
感
想
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

7/5（日）

7/25（土）

8/30（日）

9/6（日）

9/12（土）

9/12（土）

9/16（水）

9/19（土）

10/11（日）

10/24（土）

10/31（土）

11/1（日）

第１回ふくい文学ゼミ

文学講座（谷出千代子氏）

第２回ふくい文学ゼミ

出前文芸創作教室（俳句：中内亮玄氏）

第１回文章講座（森重良太氏）

出前文芸創作教室（俳句：中内亮玄氏）

第２回文章講座（張籠二三枝氏）

創作講座　五行歌（安川美絵子氏）

石川九楊氏講演会

第３回ふくい文学ゼミ

多目的ホール

多目的ホール

多目的ホール

多目的ホール

和泉中学校

多目的ホール

上志比中学校

多目的ホール

多目的ホール

多目的ホール

多目的ホール

多目的ホール

期　間 イベント名 場　所

12/9（水）

12/17（木）

12/18（金）

1/17（日）

1/31（日）

2/7（日）

2/20（土）

2/21（日）

2/28（日）

3/13（土）

文学講座（石川九楊氏）

オーサートーク（壁井ユカコ氏）

オーサートーク（壁井ユカコ氏）

第４回ふくい文学ゼミ

文学キネマ「かもめ食堂」

文学講座（大本泉氏）

文学講座（松尾佑一氏）

第５回ふくい文学ゼミ

デジタル展示関連講座（松村俊幸氏）

文学キネマ「おかえり、はやぶさ」

多目的ホール

エントランスホール

文学館カウンター

多目的ホール

若狭高校

仁愛女子高校

大会議室

多目的ホール

研修室

多目的ホール

研修室

多目的ホール

研修室

令和 2年度に開催したイベント一覧

「文学講座」（三好修一郎氏）

「同人誌ブース」

「ふるさと文学難問クイズ」

文学
フェスタ

文
学
フ
ェ
ス
タ

11/1（日）

作者からのリモートメッセージ

リモート

リモート

リモート

リモート

リモート

リモート

リモート

「文学キネマ：小さいおうち」

文学講座（上出純宏氏）

詩の朗読（三国高等学校）

中内亮玄氏安川美絵子氏
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野
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高志高校バス停
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線
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福
道
鉄
井
福

線
本
陸
北

橋
垣
板

橋
羽
足

橋
田
木
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至

米松

産業会館

国道１５８号線
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足羽川

橋
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バス停

福井県立図書館
福井県文書館
福井県ふるさと文学館

　当
館
で
は
、
福
井
の
文
学
に
関
す
る
資
料
を
収
集
・
保
存
し
、
次
の
世
代

に
継
承
す
る
と
と
も
に
展
示
・
研
究
な
ど
で
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
福
井

ゆ
か
り
の
作
家
や
作
品
に
関
す
る
資
料
（
自
筆
原
稿
、
書
簡
、
書
画
、
挿
絵
、

愛
用
品
、
写
真
、
映
像
等
）
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
文
学
館
ま
で
ご
寄
贈
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
寄
贈
受
贈
】

　令
和
二
年
度
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

石
川
九
楊
氏
、
金
田
久
璋
氏
、
坪
内
啓
子
氏
、
故
広
瀬
俊
男
氏
、
広
瀬
真
紀
氏
、

三
好
和
子
氏
、
横
町
信
子
氏
、
山
本
祐
夫
氏
、
��
田
淳
一
氏

　（
五
十
音
順
）

　本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
一
年
で
し
た
が
、
則
武
三
雄

展
や
石
川
九
楊
展
な
ど
を
開
催
し
、
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
講
演
会
も
リ
モ
ー
ト
で
実
施
す
る
な
ど
、
新
し
い
試
み

が
実
現
で
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　今

後
も
文
学
の
持
つ
魅
力
を
発
信
し
続
け
る
た
め
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
新
し
い
形
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
模
索
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
内
に
は
、「
風
花
随
筆
文
学
賞
」
の

　事
務
局
が
あ
り
ま
す
。

　毎
回
県
内
外
か
ら
多
数
の
ご
応
募
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
回
も
、
全
国
四
七
都

道
府
県
、
海
外
一
〇
か
国
か
ら
合
計
四
九

〇
八
編
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。「
書
く
こ
と
は
自
分
探
し
」
と
は
、

特
別
審
査
委
員
長
の
出
久
根
達
郎
氏
の
言

葉
で
す
。
皆
さ
ん
も
言
葉
を
紡
ぐ
中
で
、

自
分
で
も
気
付
か
な
か
っ
た
想
い
に
触
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
文
学
賞
が
、
応
募
さ
れ
た
方
々
に
新
た

な
気
付
き
や
感
動
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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資
料
寄
贈
の
お
願
い

ト
ピ
ッ
ク
ス

編

集

後

記

ふるさと文学館へはフレンドリーバス（無料）が便利です。

福井駅東口バスターミナルから30分間隔で運行（約15分）

©青化

観

覧

料
：
無
料

休

館

日
：
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）
、

 
祝
日
の
翌
日
（
翌
日
が
土
日
の
場
合
は
除
く
）
、
年
末
年
始
、

 
資
料
点
検
期
間
、
第
四
木
曜
日
（
月
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
）

開
館
時
間
：
平

　日

　九
時
〜
一
九
時

 
土
日
祝

　九
時
〜
一
八
時

（８）令和３年３月３１日発行 福井県ふるさと文学館報　第7号


